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Calculated MW:48kD;Observed MW:46,54kD

MAPK9

MAPK9;JNK2;PRKM9;SAPK1A;Mitogen-activated protein kinase 9;MAP kinase 9;MAPK
9;JNK-55;Stress-activated protein kinase 1a;SAPK1a;Stress-activated protein kinase JNK2;c-
Jun N-terminal kinase 2
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	応用
	抗原情報
	背景
	細胞局在：細胞質。核。核内でPOU5F1と共局在する。この遺伝子によってコードされるタンパク質は、MAPキナーゼファミリーのメンバーである。MAPキナーゼは、複数の生化学的シグナルの統合点として機能し、増殖、分化、転写調節、発達などの幅広い細胞プロセスに関与している。このキナーゼは特定の転写因子を標的とし、さまざまな細胞刺激に応答して遺伝子発現前初期を仲介する。最も近縁関係にあるのはMAPK8で、どちらも紫外線誘導性アポトーシスに関与し、シトクロムcを介した細胞死経路に関連していると考えられている。この遺伝子とMAPK8は、c-Jun N末端キナーゼとしても知られている。このキナーゼは腫瘍抑制因子p53のユビキチン化を阻害し、ストレスを受けていない細胞におけるp53の安定性を高める。この遺伝子のマウスにおける対応遺伝子の研究では、T細胞分化において重要な役割を担っていることが示唆されている。いくつかの代替
	研究分野
	-
	画像データ
	

	C6全細胞ライセートを10% SDS-PAGEで分離し、膜をJNK2ウサギモノクローナル抗体（1:1000）でブロッティングした。抗体の検出にはHRP標識ヤギ抗ウサギIgG(H + L)抗体を用いた。

